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（H18．8．1現在）         

   世帯数 20,801世帯     1 
   人  口 人      48,899 人 
     男   人      22,655 人 
     女   人      26,244 人 

奄美市の人口･世帯数 
（推  計）

～自然・ひと・文化が共につくるきょらの郷
しま

～

 
◆事業所・企業統計調査、多重債務他………2 面 

◆タラソ、各種講習会他……………………3 面 

◆下水道の日………………………………4 面 

◆犯罪発生実態、自主防災組織他………5 面 

◆幼稚園児募集、リサイクル他…………6 面 

◆結核検診、献血の日他………………………7 面 
◆健診日程、戸籍の窓、お便り紹介他……8 面 
◆名瀬総合支所から…………………………9 面 

◆笠利総合支所から…………………………10 面 

◆まちの話題…………………………………11 面 

◆奄美まつり、あやまる祭り………………12 面

今 月 の ペ ー ジ

今 月 の 写 真 ～ さ が り ば な ～  

奄
美
市
は
現
在
、
離
島
と
い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
や
、
過
疎
高
齢
化
と
い
う
厳
し
い
社
会
環
境

に
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
を
市
民
と
協
働
で
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
を
再
生
し
よ
う
と
い
う
挑
戦
の
真
っ
只
中
に
い
ま
す
。 

「
地
域
再
生
構
想
」
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
認
定
が
、
こ
の
挑
戦
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
再
生
構
想
」
と
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創
造
を
地
域
の
視
点
か
ら
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
構
想
で
す
。 

こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
て
き
た
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
行
な
っ
て
い
く
、
地
域
再
生
の
た
め
の
奄

美
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す 

平
成
16
年
に
、
離
島
の
格
差

を
情
報
分
野
で
埋
め
よ
う
と
、

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
『
e
―
ま

ち
づ
く
り
』
に
よ
る
地
域
振
興
」

を
策
定
し
、地
域
再
生
計
画
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
地
域
再
生
計
画
に
よ
り
、

廃
校
と
な
っ
た
幼
稚
園
校
舎
を

活
用
し
て
、奄
美
群
島
に
お
け
る

唯
一
の
Ｉ
Ｔ
高
度
教
育
機
関
の

誘
致
が
実
現
、Ｉ
Ｔ
部
門
の
人
材

育
成
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。 

農
業
の
新
し
い
展
開
を
目
指
す 

平
成
17
年
に
は
、
Ｉ
Ｔ
分
野

の
さ
ら
な
る
強
化
と
奄
美
農
業

の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
各
産
業
に
結
び
つ
け
た「
離

島
奄
美
の
特
性
を
生
か
し
た
創

造
的
で
多
様
な
産
業
の
活
性
化

計
画
」
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
（
旧
名

瀬
市
は
、
若
者
の
流

出
で
未
利
用
農
地
が

増
加
し
て
い
た
）
の

遊
休
農
地
に
注
目

し
、
新
規
就
農
者
の

技
術
習
得
と
、
企
業

か
ら
の
農
業
参
入
を

支
援
す
る
と
い
う
新

し
い
仕
組
み
を
構
築

し
、
雇
用
の
創
出
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
構
想
に

Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
と
う
き
び
関

連
の
情
報
伝
達
・
販

売
促
進
・
販
路
拡
大

を
図
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
と
の
関
連
の
中
で
、コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
が
実
現
し

ま
し
た
が
、こ
れ
は
離
島
の
雇
用

創
出
が
、情
報
分
野
で
十
分
可
能

で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。 

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す 

平
成
18
年
に
は
、
「
『
海
に

学
び
、
海
を
活
か
す
』
海
の
駅
づ

く
り
に
よ
る
中
核
海
洋
都
市
の

再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
7

月
に
認
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
。 海

や
港
を
地
域
振
興
に
役
立

て
よ
う
と
、法
人
会
青
年
部
が
中

心
と
な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ポ
ー
ト

タ
ウ
ン
あ
ま
み
」を
設
立
し
て
い

ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
市
民
活
動

を
と
お
し
た
中
で
、住
民
が
参
加

す
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
の
視
点
か
ら
、こ

れ
ら
の
民
間
の
活
動
を
支
援
し

て
い
く
の
が
今
回
の
地
域
再
生

構
想
で
す
。 

地
域
経
済
の
活
性
化
方
策
を
さ

が
す ま

た
、今
年
度
内
閣
府
が
行
な

う「
地
域
の
雇
用
創
出
の
た
め
の

知
の
拠
点
再
生
推
進
方
策
検
討

調
査
」
の
実
施
対
象
地
区
と
し

て
、全
国
５
か
所
の
中
に
奄
美
市

が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

鹿
児
島
大
学
と
連
携
し
て
、奄
美

市
活
性
化
の
方
策
を
探
る
調
査

を
今
年
度
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

自
然
、
文
化
、
長
寿
、
そ
の
ほ

か
奄
美
市
が
持
つ
す
ぐ
れ
た
資

（

幹

基

幹物
の
サ
サ
サ
サ
サ
）

 

（「ポートタウンあまみ」が行ったみなと
あまみポートスクール） 

小
都
市
を
形
成
し
て
い
る
名
瀬
地
区

豊
か
な
自
然
を
持
つ
住
用
地
区 

広
い
農
地
と
美
し
い
海
岸
線
を
持
つ

笠
利
地
区 

源
を
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
、
そ
の

具
体
的
な
方
法
さ
が
し
が
始
ま

り
ま
す
。 
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�
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奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
は
，
平
成
18
年

度
後
期
か
ら
教
育
学
研
究
科
の
科
目
等
履

修
生
の
講
座
新
設
に
伴
い
、
教
育
学

・
教

育
心
理
学

・
障
害
児
教
育
学
の
３
講
座
の

受
講
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

 

募
集
受
付
期
間
は
平
成
18
年
10
月
上
旬

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
で
実
施
科

目
等
の
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

下
記
の
担
当
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

 

鹿
児
島
大
学
教
務
課
大
学
院
係

 

０
９
９-

２
８
５-

７
３
４
６　

（
西
郷
）

�
法
�
日
�
週
間
記
念
行
事

�
�
知
�
�

10
月
１
日
は

「
法
の
日
」
で
す
。
こ
の

日
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に
法
の
役
割
や

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
法
の
日
」

週
間
と
し
て
、
全
国
各
地
で
講
演
会
、
無

料
法
律
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

鹿
児
島
地
方

・
家
庭
裁
判
所
名
瀬
支
部

で
は
10
月
３
日

（
火
）
に
裁
判
手
続
や
平

成
21
年
５
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
裁
判
員
制

度
を
さ
れ
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
裁

判
所
見
学
会
を
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時…

10
月
３
日

（
火
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で

場
所…

鹿
児
島
地
方

・
家
庭
裁
判
所
名
瀬

支
部内

容…

①
法
廷
の
見
学

②
裁
判
手
続
の
概
要
説
明

③
裁
判
員
制
度
の
説
明

④
裁
判
員
制
度
ビ
デ
オ

「
評
議
」
の
上
映

⑤
裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

定
員…

50
名

（
先
着
順
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

申
込
方
法…

９
月
29
日

（
金
）
ま
で
に

鹿
児
島
地
方

・
家
庭
裁
判
所
名
瀬
支
部
庶

務
課
に
お
い
て
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
電
話
番
号
】
０
９
９
７-

52-

５
１
４
１

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

奄美市だより　平成 18 年 9 月号 （2）

□
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
で
す

　

調
査
は
、
事
業
の
内
容
に
か
か
わ
り
な
く
10
月
１
日
現
在
で
我

が
国
に
存
在
す
る
、
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
個
人
経
営
の
農
林
漁
家
や
家
事
サ
ー
ビ
ス
業

（
個
人
の
家

庭
に
雇
用
さ
れ
て
行
う
も
の
）
、
大
使
館
等
の
外
国
公
務
に
属
す

る
事
業
所
は
、
こ
の
調
査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

□
調
査
は
10
月
１
日
現
在
で

行
わ
れ
ま

す 

　

統

計

調

査

で

は
、
調
査
を
正

確
に
行
う
た
め
、

調
査
の
期
日
が
定

め
ら

れ

て
い
ま

す
。
今

回

の
調

査
は
、
10
月
１
日

現
在
で
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

事
業
所
と
は …

　

物
の
生
産
や
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の

経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
個
々
の
場
所
を
事
業

所
と
い
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
人
が
収
入

を
得
て
働
い
て
い
る
個
々
の
場
所
と
い
う
こ
と
で

す
。
営
利
目
的
か
非
営
利
目
的
か
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
商
店
、
工
場
、
事
務
所
、
営
業
所
、

銀
行
、
郵
便
局
、
学
校
、
神
社
・
お
寺
、
病
院
、

旅
館
、
学
習
塾
な
ど
の
よ
う
に
一
区
画
を
占
め
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
場
合
、
す
べ
て
事
業
所
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
所
は
、
場
所
ご
と
、
経
営
者
ご
と
に
区
切
ら
れ
て
、
１
事

業
所
と
数
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
人
で
自
家
営
業
し
て
い
る
大
工
、
左
官
や
個
人
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
な
ど
の
よ
う
に
事
業
を
行
う
場
所
が
一
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
人
の
自
宅
を
事
業
所
と
み
な
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
な
ど
で
露
店
、
行
商
、
屋
台
、
立
売
な
ど
の
よ
う
に
固
定
的
な

設
備
が
な
い
場
合
は
、
営
業
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
商
品

の
販
売
活
動
な
ど
を
行
う
た
め
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
場
所

（
事
務
所

・
自
宅
な

ど
）
を
事
業
所
と
み
な
し
ま
す
。 

□
調
査
の
範
囲
は
、
我
が
国
全
域
で
す 

　

調
査
の
対
象
と
な
る
範
囲
は
、
我
が
国
の
全
域
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
我
が
国
に
所
在
す
る
外
国
企
業
の
支
所

・
支
社

・

支
店
な
ど
も
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

１０月１日（日）は平成 1 8 年度 事業所・企業統計調査です。

  児童手当の申請はお済みですか？

　支給対象が小学６年生まで拡大され、 所得制限も緩和されまし

た。 本年４月分から受給するためには、 ９月２９日までに市へ申請

する必要があります。 平成１８年１０月以降に申請されますと申請月

の翌月分からの支給となりますので期限内に申請されてください。

受付期限 ： 平成１８年９月２９日 （金） までの午前９ ： ００～午後５ ：

１５分 （土 ・ 日 ・ 祝日を除く。）

◎　詳しくは、 奄美市ＨＰ（http://www.amami.lg.jp） をご覧いただ

くか、 又は下記までお問い合わせ下さい。

 奄美法律相談センター（※要電話予約）

９～１０月相談日のお知らせ

●派遣相談 （名瀬総合支所）

・ 9/14 （木） 高橋広篤　弁護士 ・ ９/28 （木） 三窪洋三　弁護士

・ 10/12 （木） 大倉克大　弁護士 ・ 10/26 （木） 大脇通孝　弁護士

●テレビ電話相談 （名瀬総合支所←TV 電話→県弁護士会）

・ 9/21 （木）　小関正信　弁護士

・ 10/19 （木） 久留達夫　弁護士

 多重債務について

　現在サラ金を利用している方は全国で 1,600 万人いると言われて

います。 そのうち約 200 万人が多重債務に陥り、 ここ数年毎年約

8,000 人が経済苦 ・ 生活苦で自殺しています。

　多重債務に陥ると DV ・ 児童虐待 ・ 不登校 ・ 家庭崩壊等様々な

生活問題が発生し、 なかには国民健康保険料等の税金や住宅家

賃 ・ 公共料金などを滞納し、 将来に希望も見出せず、 窮屈な生

活を強いられる方も出てきます。

　現在は、 金銭消費貸借契約において本来守らなければならない

「利息制限法 （１５％～２０％）」 で再計算し残債務を返済する 「任

意整理」 や 「特定調停」 等有効な解決を図ることが出来ます。

　市では弁護士 ・ 司法書士と連携を取り債務整理のお手伝いをし

ています。

一人で悩まず気軽に相談してください。

あなたと一緒に考え　解決のお手伝いをします
市民課 ・ 市民生活係　

電話 ： ０９９７－５２－１１１１ （内線７１５･７１６番）

９月下旬から調査員がお伺いします

奄美市ふるさと創生人材育成奨学生
（ふるさと起業奨学生）募集

奄美市では、 本市で起業を目的とした専門技術の習得や研修を受ける一般の方を対象とし

たふるさと起業奨学生を下記のとおり募集します。

〈対象者及び要件〉

生活の本拠を本市に有する者で、 農林、 水産、 商工、 観光または情報通信に関する分野

において、 本市での起業を目的として専門技術の習得または研修を受けるもので、 研修期

間終了後 1 年以内に本市に居住し、 引き続き 3 年以上居住する者

〈審査会及び募集期間〉

募集は年間を通して受け付けていますが、 審査会を年 2 回 （5 月と 11 月） としています。

今回は平成 18 年 10 月 31 日 （火） までに申請があったものについて、 11 月中旬の審査

会で選考いたします。

内訳 貸与月額 貸与期間 償還方法

郡内奨学生
(本市又は大島郡

内)

郡外奨学生
(大島郡外)

50,000円 技術の習得や研修等が終了した
日の属する月の翌月から1年を

経過した翌月から最長10年以内100,000円

研修期間
（最長1年間）

〈受付窓口〉

奄美市 （名瀬総合支所） 産業振興部商工水産課計画調整係

電話 （0997） 52－1111 （内 421 ・ 424）

【問い合せ先】

奄美市役所市民課　市民生活係

電話 ： ５２-１１１１ （内線７１５ ・ ７１６）

名瀬総合支所福祉政策課児童係　52-1111 （607）

住用総合支所市民福祉課福祉係　69-2111 （109）

笠利総合支所いきいき健康課　　63-2299 （133）
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いよいよ施設の愛称も正式に決まり、オープンが待ちどおしい「タラソ奄美の竜宮」。
今回から、 カウントダウン情報号として魅力をたっぷりご紹介いたします。

タラソって何？
タラソとは、「タラソテラピー」のこと。日本語では海洋療法と訳され、海の様々な資源を活用
して身体の機能を高めていく自然療法のことです。健康増進や疾病予防、寝たきり予防など幅広
い効果があります。
　その代表的な海水プールは、水流やジェット、運動用の
バーに横になれるデッキチェアなどを備え、自分のペースで
心地よく体を動かすことが出来ます。また、セラピストと呼
ばれる専門の指導員のもと、自分に合った運動プログラムに
参加することで、より効果的な健康づくりが可能です。

　　

船名 トン数 年月日 備考

飛鳥Ⅱ 50,142 10月7日 博多～奄美～長崎～博多

飛鳥Ⅱ 50,142 10月12日 長崎～奄美～油津～長崎

にっぽん丸 21,903 10月14日 八代～奄美～八代

ぱしふぃっくびいなす 26,518 10月29日 博多～奄美～博多

今年これから名瀬港への寄港が予定されている大型クルーズ船

横浜～神戸～奄美～那覇
～台湾～石垣～座間味～
神戸～横浜

飛鳥Ⅱ 50,142 11月27日

仙台～宮崎～鹿児島～長
崎～奄美～屋久島～種子
島～仙台

ぱしふぃっくびいなす 26,518 11月18日

大型クルーズ船入港のお知らせ

講習科目 講習実施日 講習日数 講習時間 講習場所

福祉・家事援助サービス
（老人介護）

9月19日（火）
9月20日（水）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
社会福祉協議会ビル2階

刈払機・ヘッヂトリマー
9月26日（火）
9月27日（水）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
調整中

植木・せん定
10月26日（木）
10月27日（金）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
調整中

ふすま・障子張り替え
11月14日（火）
11月15日（水）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
社会福祉協議会ビル4階

福祉・家事援助サービス
（室内清掃）

11月21日（火）
11月22日（水）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
社会福祉協議会ビル2階

福祉・家事援助サービス
（料理講習）

1月24日（水）
1月25日（木）

25人×2日
4時間×2日

（13時～17時）
奄美市名瀬公民館金久分館

各種講習会のご案内

救

急
�
日

（
９
月
３
日
～
９
月
９
日
は

救
急
医
療
週
間
）

『
救
急
医
療
講
演
会
並
び

に
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
』

日
時
：

平
成
18
年
９
月
８
日

（
金
）

　
　
　

開
場
午
後
１
時
00
分

　
　
　

開
演
午
後
１
時
30
分

会
場
：
奄
美
市
名
瀬
公
民
館

講
演
：
講
師
未
定

（
救
急
医
療
に
関
す
る
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
）　

救
急
蘇
生
法
実
技
指
導
：
大
島
地
区
消
防
組
合

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
郡
医
師
会

・
奄
美
市
医
師
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
52-

０
５
９
８　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
54-

０
５
９
７

今年も、名瀬港（長浜地区）の観光船専用バースへ大型クルーズ船が寄港します。
寄港に合わせて、船内見学会や催し等を計画しておりますので、都合がつかれる方は、
ぜひ港までお越しください。

太りぎみの方 肩こ りの方 寝たき り防止に 腰痛の方

ストレスが多い、 何となくてカラダの調子が悪い、 運動不足、 太り気味、 血圧

が高い ・ ・ ・ など様々な症状に効果的です。 ぜひ、 ご家族全員の健康づくり

のために、 皆さんでご利用いただきその効果をご体験ください。

こんな方におススメです。

タラソテラピーの効果
○ 水流のマッサージ効果
○ 浮力のリラクゼーション効果
○ 運動での脂肪燃焼効果
○ 水温による血流促進効果 　など

１ ２ 月オープン体験交流施設

タラソ奄美の竜宮

この講習会は、 高齢者に対し、 就業の機会を広げるための知識 ・ 技能を習得していただくこと
を目的としています。
※ 定員になり次第締め切ります。
●受講資格／ 57 歳～ 65 歳まで　　●受講料すべて無料　　●2 日間受講できる方に限ります。
●講師の都合上、 講習日は変更になる場合があります。
■申し込み、 問い合わせ先／ （社） 奄美市シルバー人材センター　電話 ： 54－1158

保
健
師
・
介
護
支
援
専
門
員
募
集

�
委
託
職
員
�

奄
美
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の
介
護
予
防
支
援
業

務
の
推
進
の
た
め
、
保
健
師
及
び
介
護
支
援
専
門
員
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

■
委
託
契
約
期
間　

 

平
成
18
年
10
月
１
日
～
平
成
19
年
３
月
31
日

■
募
集
期
間

 

平
成
18
年
９
月
１
日
～
平
成
18
年
９
月
20
日

■
募
集
人
員

 

若
干
名

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奄
美
市
介
護
保
険
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奄
美
市
介
護
保
険
課
地
域
支
援
係

電
話
番
号
52-

１
１
１
１

（
内
線
６
９
５
・
６
９
６
）

愛称が

　決定しました！
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下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、

河
川
、
海
等
の
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
浸
水
の

防
除
と
い
っ
た
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、

若
者
の
定
住
促
進
を
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り

の
観
点
か
ら
も
、
必
要
不
可
欠
な
基
盤
施

設
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
積
極
的

な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所
管
内
に

お
い
て
昭
和
五
十
一
年
度
に
事
業
に
着
手

し
、
昭
和
五
十
八
年
度
よ
り
供
用
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
次
的
に
区
域
を

拡
大
し
、
現
在
ま
で
に
約
四
百
七
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
笠
利
総
合
支
所
管
内
に
お
い
て
は
平
成
八
年
度
に

大
笠
利
地
区
の
事
業
に
着
手
し
、
平
成
一
三
年
度
よ
り
一
部

供
用
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
一
八
年
三
月
末
現
在
に
お
け
る
本
市

（
名
瀬
、
住
用
、

笠
利
総
合
支
所
含
む
）
全
体
の
下
水
道
普
及
率

（
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
及
び
合
併
浄
化
槽
を
含
む
）
は
、
七
七
．
八

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
全
国
的
に
も
高
い
水
準
に
達
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
関
係
業
界
や
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。さ

て
、
毎
年
九
月
十
日
は
、
「
下
水
道

の
日
」
と
し
て
、
下
水
道
の
普
及
と
、

そ
の
十
分
な
活
用
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
啓
発
行
事
等
が
実
施
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

今
年
で
四
十
六
回
目
を
迎
え
る

「
下
水

道
の
日
」
は
、
推
進
標
語
に

「
下
水
道　

き
れ

い
な
未
来　

つ
く
る
道
」
を
か
か
げ
、
下
水
道
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
継
続
し

て
下
水
道
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
台
所
や
風
呂
場

・
洗
濯
な
ど
の
家
庭
雑
排
水
や

工
場
な
ど
の
排
水
を
集
め
、
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
、
自
然

界
に
戻
す
重
要
な
役
割
を
も
っ
た
施
設
で
す
。

公
共
下
水
道
�
�
�
�
�

◎
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
さ
わ
や
か
に

　

す
べ
て
の
家
庭
で
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
嫌
な
臭

い
も
な
く
、
気
持
ち
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
ま
ち
を
き
れ
い
に
、
清
潔
に

　

側
溝
や
水
路
に
汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い
の
で
、
嫌
な
臭
い
が
な

く
な
り
、
ま
た
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
き
れ
い
な
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

◎
川
や
海
を
美
し
く

　

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
、
海
に
返
す
の
で
、

川
や
海
の
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。

切
替
�
�
�
済
�
�
�
�
�

　

下
水
道
へ
の
切
替
え
工
事
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
所
や
風
呂
場

・
洗
濯

・
浄
化
槽
な
ど
の
雑
排
水
は
、
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
遅
く
と
も
一
年
以
内
に
下
水

道
に
流
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。(

下
水
道
法
第
十

条)

　

汲
み
取
り
便
所
は
、
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。(

下
水
道
法
第

十
一
条
の
三)

　

こ
の
よ
う
に
法
律
で
も
、
早
め
の
下
水
道
切
替
え
工
事
を

す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
方
々
が

使
用
し
て
は
じ
め
て
、
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
施
設
な
の

で
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
、
昔
の
よ
う
に
川
は
自
然
の
清

流
に
か
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
、
海
は
魚
た
ち
の

安
住
の
地
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
で

き
る
街
づ
く
り
、
そ
れ
が
下
水
道
事
業
な
の
で
す
。

工
事
依
頼
�
指
定
工
事
店
�

　

市
で
は
、
「
奄
美
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
を
定
め
て

い
ま
す
の
で
、
工
事
依
頼
、
修
繕
は
指
定
工
事
店
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
使
い
古
し
た
食
用
油
は
、
水
に
流
さ
な
い
よ
う
に
。

二
、
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
や
わ
ら
か
い
紙
以
外
は
流
さ
な
い

よ
う
に
。

三
、
油
類
を
下
水
道
へ
流
す
と
管
内
に
ガ
ス
が
発
生
し
、
爆

発
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
有
害
な
成
分
を
含
ん
だ
汚
水
を
流
す
場
合
は
、
除
外

施
設
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
ゴ
ミ
や
土
砂
を
捨
て
な
い
よ
う
に
。

　

排
水
施
設
の
故
障
や
、
配
水
管
の
つ
ま
り
な
ど
で
困
っ
た
場

合
は
、
指
定
工
事
店
へご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

使
用
者
が
設
置
し
、
維
持
管
理
す
る
排
水
設
備
も
建
物
の

一
部
と
考
え
、
故
障
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
日
ご
ろ
の
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

融
資
�
�
�
�
・
利
子
補
給
�
�
�
�

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
排
水
設
備
工
事

(

下

水
道
へ
の
切
替
え
工
事)

に
か
か
る
費
用
は
、

市
が
指
定
し
た
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
い
た
し
ま
す
。

　

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
条
件

一
、
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
、
並
び
に

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

二
、
償
還
金
の
弁
済
能
力
が
あ
る
こ
と
。

三
、
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営

み
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
連
帯
保
証
人

を
有
す
る
こ
と
。

◎
利
子
補
給
の
条
件

　

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
後
、
三
年
以

内
に
行
う
工
事
で
あ
る
こ
と
。

◎
融
資
金
の
償
還
期
限

　

三
年(

三
十
六
回)

以
内

※

下
水
道
供
用
開
始
告
示
後
三
年
を
過
ぎ

て
い
る
地
区
で
は
、
融
資
あ
っ
せ
ん
の
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
制
度
�
�
�
�

　

公
共
下
水
道
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
市
民
全
体
が
利
用
で
き
る
施
設
と
異
な
り
、
こ
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
公
共
下
水
道
区
域
内
に

居
住
す
る
特
定
の
人
た
ち
だ
け
で
す
。
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
ま
す
と　

①
周
辺
環
境
の
改
善　

②
水
洗
ト
イ
レ
の
利
用

　

③
土
地
利
用
価
値
の
増
大
な
ど
、
こ
の
事
業
に
よ
る
利
益

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ

た
地
域
の
人
だ
け
が
利
益
を
受
け
る
下
水
道
事
業
に
国
の
補

助
金
と
奄
美
市
の
全
域
か
ら
の
一
般
市
費

(

税
金

)

の
み
を

多
額
に
投
入
す
る
こ
と
は
、
不
公
平
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
を

受
け
る
方
に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
一
日

も
早
く
下
水
道
を
計
画
的
に
整
備
し
よ
う
と
す
る
の
が

「
受

益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。
平
成
十
七
年
度
末
ま
で
に
、

受
益
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
負
担
金
の
総
額
は
、
約
十

二
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
益
者
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
受
益
者
の
方
々
は
、
早
め
に
納

付
さ
れ
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

負
担
金
の
納
入
方
法
と
納
期

　

負
担
金
は
総
額
を
五
年
に
分
け
、
さ
ら
に
一
年
分
を
四
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
期 

七
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

第
二
期 

九
月
一
日
～
九
月
三
十
日

第
三
期 

十
一
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

第
四
期 

二
月
一
日
～
二
月
末
日

※

一
括
納
付
の
報
奨
金
制
度

　

負
担
金
の
納
入
は
、
五
年
間
の
分
割
納
付
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
が
、
負
担
金
の
全
額
を
初
年
度
第
一
期
の
納
期
内
に

納
付
さ
れ
ま
す
と
、
13
％
の
一
括
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

～
９
月
10
日（
日
）は
第
46
回
下
水
道
の
日
で
す
～

昨年の「下水道の日」の永田川清掃状況。20 名が参加し、2 トントラック 3 台分のゴミが集まる。

本市では、「下水道の日」にあわせ、河川等の清掃作業や下水道

未接続箇所へのチラシ配布などを行います。

奄美市役所名瀬総合支所　下水道課　電話 52-1111（内線 770・771）

下

水
道
�

役
割

平成18年度奄美市排水設備指定工事店（平成18年8月1日現在）

 「下水道の日」のいわれ

　「下水道の日」 は、1961 年 （昭和三十六年）、著しく遅れているわが国の下水道の全国的な普及 （当

時の普及率 :6％） を図る必要がことから、 「全国下水道促進デー」 として始まる。

9 月 10 日と定められたのは、下水道の大きな役割のひとつである 「雨水の排除」 を念頭に、台風シー

ズンである二百十日を過ぎた二百二十日 （立春から数えて） が適当であるとして制定される。

　日本における近代下水道の基である旧下水道法が 1900 年に制定され、 100 年を迎え、 その記念

行事が行われたこと、 また、 2001 年が 21 世紀のスタートの年にあたることなどから、 近年の下水道に

対する認識の高まりもあり、 より親しみのある名称として 「下水道の日」 に変更された。

？

指定
番号

工　事　店　名 代　表　者　名 営 業 所 所 在 地 電 話 番 号

1 有限会社　アイ・シン建設 進　博幸 奄美市名瀬平松町２８１番地 ５３－５８９７

2 株式会社　アタリ開発 中　多喜郎 奄美市名瀬小俣町２５番１－１１号 ５２－２３６２

3 奄美土木　株式会社 丸田　義男 奄美市名瀬仲勝町９番地１０ ５２－３３５１

4 奄美冷熱　株式会社 與　秀光 奄美市名瀬鳩浜町３２番地 ５３－３６３３

5 有限会社　有村設備 有村　文應 奄美市名瀬和光町２５番地８ ５３－９００６

6 株式会社　エアテック 南郷　京一郎 奄美市名瀬有屋町２７番地１ ５２－７６１１

7 有限会社　エイシン設備 榮　安典 奄美市名瀬石橋町11番15-205号 ５４－３５２０

8 有限会社　大野設備 大野　昭範 奄美市名瀬真名津町１番２９号 ５３－６０５８

9 有限会社　大山設備工業 大山　嘉國 奄美市名瀬有屋町３２番地１ ５３－２５９４

10 海田設備　有限会社 海田　昭和 奄美市名瀬朝日町５番地２ ５３－８０４６

11 共栄開発工業　株式会社 永田　豊人 奄美市名瀬鳩浜町８４番地２ ５３－０２３５

12 隈元冷熱工業　株式会社 隈元　保文 奄美市名瀬柳町９番４５号 ５２－２３８４

13 里設備工業 里　勝吉 奄美市笠利町大字喜瀬８３番地２ ６３－１７１７

14 株式会社　三和機工 隈元　繁 奄美市名瀬真名津町１３番７号 ５２－５５９６

15 有限会社　三和コーポレート 萩原　大吾 奄美市名瀬大字大熊７６６番地３ ５２－５０４３

16 有限会社　重信建設 重信　幸平 奄美市住用町大字川内１１３番地 ６９－５３２２

17 有限会社　大誠建設 森　幸夫 奄美市名瀬浜里町１６２番地 ５２－３６７２

18 有限会社　平管工業 平　啓一 奄美市名瀬小浜町２８番２号 ５３－５０１６

19 瀧水道設備工業 瀧　照志 奄美市名瀬大字大熊６５３番地５ ５２－６１９２

20 株式会社　田中組 田中　昭吾 奄美市笠利町大字中金久33番地2 ６３－０１６２

21 有限会社　田畑工業 田畑　勝彦 奄美市名瀬平田町３０番地 ５２－５６４６

22 大栄興建 栄　誠一 奄美市笠利町大字平1161番地2 ６３－８７４６

23 有限会社　大榮設備工業 平　正博 奄美市名瀬朝仁新町２６番８号 ５２－４９３４

25 有限会社　長野設備 長野　金榮 奄美市名瀬鳩浜町８６番地 ５３－９８５８

26 有限会社　南都開発 中　建亜 奄美市名瀬浦上７４２番地１２ ５２－６５５４

27 仁晃開発　株式会社 仁　光久 奄美市名瀬有屋町２０番地１ ５３－８１３４

28 日生開発　株式会社 川畑　恵資 奄美市名瀬長浜町２３番８号 ５２－４４９８

29 有限会社　浜田建設 浜田　耕二 奄美市名瀬鳩浜町１２２番地 ５３－６３４４

30 有限会社　平田水道土木 平田　國廣 奄美市笠利町大字辺留941番地1 ６３－８７３１

31 深田建設　株式会社 深田　俊和 奄美市笠利町大字須野506番地2 ６３－８２７５

32 有限会社　平和建設 武藤　弘之 奄美市名瀬矢之脇町４番２４号 ５２－１０２６

33 メイスイ設備 幸野　修作 龍郷町瀬留玉里１５９２番地 ５２－７６２３

34 森建設工業 森　俊夫 奄美市笠利町大字須野1245番地14 ６３－８９２８

36 株式会社　安田組 安田　愛宏 奄美市名瀬小浜町８番１１号 ５２－６７２６

37 株式会社　山下建設 山下　義和 奄美市笠利町大字万屋2276番地1 ６３－０５０４

38 山下設備 山下　重和 奄美市笠利町大字外金久７０番地 ６３－０３８６

39 有限会社　豊工務店 豊　武一 奄美市笠利町大字辺留１７６番地 ６３－８７２９

40 有限会社　西建 西　哲也 奄美市笠利町大字須野３４番地 ６３－８８７３

41 杜設備工業 杜　健吾 奄美市名瀬春日町１９番４－６２号 ５４－４３６０
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自
主
防
災
組
織
�
�
�
�
�
�

　

今
月
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
ま
で
の
流
れ
を
掲
載
し

ま
す
。
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
組
織
の
結
成
手
順
が
わ
か
ら
な
い
と
の
問
合
せ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ま
ず
、
地
域
内
で
、
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
あ
る
程
度

気
運
が
高
ま
っ
て
く
れ
ば
、
実
質
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
決

め
て
、
結
成
に
向
け
て
行
動
を
は
じ
め
ま
す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
地
域
に
密
着
し
た
も
の
で
す
の

で
、
自
治
会
な
ど
で
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
よ

う
に
働
き
か
け
ま
す
。
た
だ
し
、
自
主
防
災
組
織
は
、

自
治
会
の
一
部
門
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
自
治
会
と
は
全

く
の
別
組
織
と
し
て
、
ま
た
は
小
学
校
区
単
位
の
組
織

な
ど
で
結
成
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
と
く
に
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
地
域
の
住
民
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
組
織
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点
に
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

③
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
と
き
は
、
簡
単
な
規
約
を

平成 1 7 年中の県下市町村別の犯罪発生実態について
　このたび、 県下の市町村別の犯罪発生実態を取りまとめましたので、 その内容を下記のとおりお知らせします。

　昨年と比較した奄美市の犯罪率については、 減少傾向にありますが、 依然県下で高い位置を占めております。

　車上ねらいや住宅対象進入盗などは、 カギをしない、 あるいは閉め忘れなどの心の隙から犯罪を招いているケースが多くなっています。

　犯罪は、 ちょっとした心がけで防止することができます。

　被害にあってからでは手遅れです。 後悔しないためにも一人ひとりが防犯についての意識を高め、 犯罪の未然防止に努めましょう。

　１０月１日から名瀬警察署の名称が「奄美警察署」に変わります。 なお、

警察署の管轄区域は、 現行のまま奄美市 （旧名瀬市 ・ 旧笠利町 ・ 旧

住用村）、 龍郷町、 大和村及び喜界町の４自治体を管轄します。

※運転免許証の更新や各種許認可事務 （車庫証明、 道路使用許可、 古物、

風俗営業許可、 銃砲刀剣類所持等） については、 引き続き現行の警察署

窓口 （喜界町にお住まいの方は、 喜界幹部派出所） で手続きしてください。

※現在、 「名瀬警察署」 から交付されている書類等については、 名称変更後

も有効ですので、 手続きの必要はありません。

定
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
規
約
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
を
定
め
て
お
き
ま
す
。

○
ど
の
範
囲
の
住
民

（
地
域
）
を
対
象
と
し
た
組
織

で
あ
る
か

○
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か

○
リ
ー
ダ
ー

（
役
員
）
の
役
割

以
上
の
流
れ
で
自
主
防
災
組
織
は
結
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
内
会
、
自
治
会
を
核
と
し
て
自
主
防

災
組
織
を
つ
く
る
と
い
う
例
が
も
っ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。
災
害
が
お
き
て
も
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

早
め
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。
結

成
に
向
け
て
の
説
明
会
ま
た
は
相
談
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

名
瀬
総
合
支
所
総
務
課　

52-

１
１
１
１

（
327
）

 

住
用
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

69-

２
１
１
１

 

笠
利
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

63-

１
１
１
１

奄
美
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
調
査

会
委
員
�
一
般
公
募
�
�
知
�
�

　

公
共
下
水
道
事
業
の
健
全
か
つ
円
滑
な
運
営
の
た
め

に
、
「
奄
美
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
調
査
会
」
を
設

置
し
ま
す
。
（
旧
名
瀬
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
調
査

会
）

　

委
員
は
15
人
以
内
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
調
査

会
設
置
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
市
民
の
意

見
を
聴
く
た
め
に
５
人
程
度
一
般
か
ら
公
募
い
た
し
ま

す
。

　

任
期
は
、
当
該
諮
問
に
係
る
審
議
が
終
了
し
た
と
き

と
し
ま
す
。

※

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
内
居
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
官
製
は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

住
所

・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号　

53-

７
５
０
５

・
申
し
込
み
期
限
は
平
成
18
年
９
月
15
日

（
金
）

・
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

〒
８
９
４-

０
０
３
６

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
２
３

奄
美
市
名
瀬
総
合
支
所　

建
設
部
下
水
道
課　

業
務
係

電
話
：
53-

７
５
０
５
又
は
52-

１
１
１
１

（
内
線
770
・
771
）

大規模災害訓練の実施について

  県立大島病院は、 奄美地区の災害拠点病院であることから、 大島地区消防組合等と

協力して昨年に引き続き、 下記のとおり大規模災害を想定した訓練を実施いたします。

　つきましては、 近隣にお住まいの方々には救急車の往来等で大変ご迷惑をおかけ

いたしますが、 御理解のうえ御協力くださいますようお願いいたします。

記

１　日　　時　　　平成１８年９月１４日 （木）　午後１時３０分から午後４時まで

２　場　　所　　　県立大島病院 ・ 名瀬中学校

３　そ の 他　　　救急外来等の業務は通常どおりです。

※お問い合わせ先

県立大島病院　総務課　０９９７－５２－３６１１(３３１３)

平成 17 年各種犯罪率一覧表（発生件数を 1万人当たりに換算した数値）

①刑法犯の犯罪率
刑法犯犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 鹿児島市 117.2 47.5
2 霧島市 115.0 9.8
3 加治木町 104.4 1.6
4 姶良町 90.5 2.7
5 志布志市 85.4 2.0
6 鹿屋市 79.9 5.7
7 阿久根市 72.3 1.2
8 中種子町 71.9 0.4
9 奄美市 70.1 2.3
10 肝付町 69.4 0.9

市町村名 犯罪率順位

②窃盗の犯罪率
窃盗犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 霧島市 100.4 10.7
2 鹿児島市 91.3 46.0
3 加治木町 88.7 1.7
4 姶良町 75.8 2.8
5 鹿屋市 70.2 6.2
6 志布志市 68.1 2.0
7 垂水市 64.1 1.0
8 蒲生町 63.5 0.4
9 阿久根市 59.1 1.2
10 奄美市 58.8 2.4

市町村名 犯罪率順位

③住宅対象侵入盗犯罪率
住宅対象侵入盗犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 蒲生町 20.7 1.4
2 西之表市 12.1 2.0
3 龍郷町 11.7 0.6
4 加治木町 10.9 2.3
5 霧島市 10.5 12.4
6 大口市 10.4 2.1
7 大和村 10.0 0.2
8 菱刈町 9.6 0.8
9 川辺町 9.4 1.3
10 姶良町 9.4 3.9

順位 市町村名 犯罪率

④車上ねらいの犯罪率
車上ねらい犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 志布志市 14.1 3.6
2 姶良町 12.7 4.2
3 加治木町 12.2 2.1
4 霧島市 10.4 9.8
5 鹿屋市 9.7 7.7
6 瀬戸内町 9.3 0.7
7 鹿児島市 8.7 39.1
8 いちき串木野市 8.5 2.1
9 垂水市 8.5 1.2
10 奄美市 8.5 3.1

順位 市町村名 犯罪率

⑤自転車盗の犯罪率
自転車盗犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 鹿児島市 33.8 64.8
2 霧島市 27.6 11.2
3 加治木町 22.7 1.6
4 姶良町 17.2 2.4
5 いちき串木野市 17.0 1.8
6 奄美市 16.9 2.7
7 出水市 12.1 2.2
8 薩摩川内市 10.3 3.3
9 大口市 8.6 0.6
10 指宿市 7.5 1.1

順位 市町村名 犯罪率

⑥オートバイ盗の犯罪率
オートバイ盗犯罪率の高い順位

県下の発生に

占める割合

1 与論町 12.2 1.2
2 徳之島町 9.3 2.0
3 霧島市 6.1 13.1
4 垂水市 5.8 1.8
5 伊仙町 5.6 0.7
6 鹿児島市 5.4 54.9
7 中種子町 4.4 0.7
8 肝付町 3.8 1.2
9 喜界町 3.5 0.5
10 鹿屋市 3.5 6.2

市町村名 犯罪率順位

名瀬警察署の名称が変わります！
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リ サ イ ク ル 情 報
奄美市立幼稚園　平成１９年度園児募集（名瀬地区）

★名瀬公民館新着図書案内★
【郷土】

＊『奄美のわらべ歌と遊びⅠ』　日高 良廣・前原 隆鋼

～語り継がれた伝承遊び。遊び方と楽譜，一挙収録～

＊『薩摩熱風録』　渡辺 宏

【一般】

＊『明日の記憶』　荻原 浩

＊『焼きそばうえだ』　さくら ももこ

＊『王国記Ⅵ　象の墓場』　花村 萬月

＊『隅っこの「昭和」モノが語るあの頃』　出久根 達郎

＊『生協の白石さん』白石 昌則

【児童】

＊『貝の図鑑　採集と標本の作り方』　行田 義三

＊『小学館の図鑑 NEO カブトムシ・クワガタ』

＊『平成うわさの怪談　全５巻　第１期』　（伊津部分館所蔵）

＊『平成うわさの怪談　全５巻　第２期』　（四谷分館所蔵）

＊『平成うわさの怪談　全５巻　第３期』　（名瀬公民館）

＊『平成うわさの怪談　全５巻　第４期』　（名瀬公民館）

【絵本】

＊『やったね！へんてこらいおん』　長 新太

＊『あしたもともだち』　内田 麟太郎

＊『あいつもともだち』　内田 麟太郎

＊『ともだちくるかな』　内田 麟太郎

＊『うんちねこ とむくん』　すがつき かよこ

�
�
�
�
�
�
持
参
�
�
�
�

省
�
�
豆
知
識
�
�
�
�
⑰

　

10
月
は
、
鹿
児
島
県
の
マ
イ
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
で
す
。

　

買
い
物
の
際
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の

使
用
を
減
ら
す
こ
と
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み

の
減
量
化

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
買
い
物
袋
な
ど
を
持
参
し
、
レ

ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
た
ら
、
繰

り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
簡
易
包
装
の

商
品
を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
要
な
包
装
や
過
剰
包
装
は
断
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
18
年
11
月
�
日
�
日
�
開
催 

第
48
回
市
民
体
育
大
会

大
会
�
�
�
�
�
募
集
要
項

１
．
趣　

旨

    

広
く
市
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
名
実
と
も

に
奄
美
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
ふ
さ　
　

わ
し
い

も
の
と
す
る
た
め
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま

す
。

２
．
応
募
資
格

      

奄
美
市
民
及
び
奄
美
市
出
身
者

３
．
作
品
の
基
準

    

（
１
）
市
民
体
育
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、

表
現
は
簡
潔
な
も
の
と
し
ま
す
。

    

（
２
）
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

４
．
応
募
方
法

　

  

（
１
）
応
募
点
数
は
一
人
１
点
と
し
ま
す
。

　

  

（
２
）
官
製
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
を
記
入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
提
出
先

      

〒
８
９
４-

８
５
５
５ 

奄
美
市
名
瀬
幸
町
19-

21

 

奄
美
市
教
育
委
員
会　

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

      

第
48
回
市
民
体
育
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
係

      

電
話 

52-

１
１
１
１(

内
線
727) 　

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

53-

９
５
０
１

　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル
：kyo

ih
t@

city.am
am

i.lg.jp

６
．
募
集
期
間

      

平
成
18
年
９
月
１
日

（
金
）

 
 

～
平
成
18
年
９
月
29
日

（
金
）

７
．
審
査
発
表
及
び
表
彰

    

（
１
）
作
品
の
審
査
は
、
主
催
者
が
委
嘱
す
る
審

査
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

    

（
２
）
審
査
の
結
果
は
、
10
月
上
旬
、
採
用
者

に
直
接
連
絡
い
た
し
ま
す
。

    

（
３
）
採
用
さ
れ
た
作
品
の
応
募
者
は
、
市
民

体
育
大
会
の
席
上
で
表
彰
し
ま
す
。

８
．
採
用
作
品
の
活
用

　
　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
第
48
回
市
民
体
育
大
会
に
参

加
す
る
選
手

・
役
員
は
も
と
よ
り
、

    

市
民
の
合
い
言
葉
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
広
報
活
動
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た　
　

だ
き

ま
す
。

９
．
そ
の
他

    

採
用
さ
れ
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
本
人
の
了
解

を
得
て
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

犬
・
�
�
�
引
取
�
�
手
数
料
�

必
要
�
有
料
�
�
�
�
�
�

犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
動
物
は
、
終
生
飼
養
が

基
本
原
則
で
す
。
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
自
ら
の
責
任
で
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
鹿
児
島
県
で
は
こ
れ

ま
で
無
料
で
引
取
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
み
だ
り
な
繁
殖
の
防
止
等
、
動
物
愛

護
の
観
点
か
ら
所
有
者
責
任
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

① 

実
施
開
始
時
期

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

② 

引
取
手
数
料

●
犬
の
引
取
手
数
料

　
　

生
後
91
日
以
上
１
頭
に
つ
き
２
千
円

　
　

生
後
91
日
未
満
１
頭
に
つ
き
４
０
０
円

●
ね
こ
の
引
取
手
数
料

　
　

生
後
91
日
以
上
１
頭
に
つ
き
千
円 

　
　

生
後
91
日
未
満
１
頭
に
つ
き
２
０
０
円

③ 

手
数
料
支
払
方
法

犬
又
は
ね
こ
の
引
取
り
を
求
め
る
場
合
、
右
記
の

手
数
料
分
の
鹿
児
島
県
収
入
証
紙
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。
（
収
入
証
紙
は
保
健
所
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
）

④ 

引
取
�
�
依
頼
先

お
住
ま
い
の
市
町
村
を
管
轄
す
る
保
健
所
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

注 

意 

�

犬

・
ね
こ
な
ど
の

動
物
を
捨
て
た
場

合
、
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
保
健
所
電
話
番
号
：
０
９
９
７-

52-

５
４
１
１

◎譲ります

品名 数量 規格 希望価格

ＶＨＳビデオテープ 1  10本パック（ＴＤＫ製） 応談

営業用ガス給湯器 1 理容室用 40,000円

ゆりかご 1  ベビー用、電動式 15,000円

二段ベット 2 － 応談

エレクトーン 1  平成８年に42万円で購入 50,000円

ワープロ（シャープ・書院） 1  ９年前購入、ケース、付属品あり 50,000円

電話債券 3 － 応談

ロックミシン 1 － 応談

スキー板 1 － 応談

円テーブル（茶卓台） 1  折りたたみ式 応談

規格 希望価格

－ 応談

－ 無料

－ 応談デジカメ

品名

◎求めます

女性用自転車

リサイクルの情報につきましては、市民生活係までお問い合わせ下さい。

チャイルドシート（ジュニア用）

電話：５２－１１１１内線７１５・７１６

平成１８年８月１０日現在

現在

申込み住宅

佐大熊 212 世帯 590 戸

春日 76 世帯 316 戸

平田 73 世帯 140 戸

永田 46 世帯 30 戸

小浜 54 世帯 32 戸

浜里 218 世帯 240 戸

田雲 95 世帯 106 戸

真名津 96 世帯 70 戸

その他 145 世帯 118 戸

平成18年8月1日

※住用地区，笠利地区については各総合支所にお問い合わせください。

住用総合支所　建設課　69-2111
笠利総合支所　建設課　63-1111

対象戸数待ち世帯

市営住宅空家待ち状況（名瀬地区）

■募集受付日：平成１８年１０月３日（火）～１０月２０日（金）
  〔名瀬幼稚園のみ１６日（月）は振替休日のため除きます〕
  午後３時から午後５時まで
＊受付日以降の申し込みにつきましては、定員に達した時点で、受理できない場合もあります。
■園児資格　
５歳児・・平成１３年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた奄美市に住所を有するもの　
４歳児・・平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた奄美市に住所を有するもの
■持参するもの： 印 鑑
■募集受付場所：【下記の幼稚園にて申込受付】　　　　　　
＊募集定員は、 ４歳児 ・ ５歳児の合計です。

＊５歳児を優先いたします。 ４歳児につきましては、 募集予定定員から５歳児入園児数

を差し引いた数で、 先着順とさせていただきます。

幼稚園名 住所 電話番号 募集定員 募集予定定員

名瀬幼稚園 名瀬幸町25-6 52-0679 140 102
朝日小学校附属幼稚園 名瀬朝日町31-5 53-2370 70 46
小宿小学校附属幼稚園 名瀬平松町397 54-0009 70 54

【お問い合わせ先】
奄美市教育委員会学校教育課
Tel：52-1111（内線 729）

（募集定員から継続園児数を差し引いた数が募集予定定員です。）

■保育期間１年ないし２年
■入園料一人につき６,０００円
■保育料一人ひと月につき６,１００円
■名瀬幼稚園へのスクールバスを運行しております。
　（名瀬・奄美・伊津部小学校区内となります）。

笠利地区の幼稚園につきましては 11 月号に掲載予定です
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9 月 24 日～30 日は結核予防週間となっています。 

結核は，結核菌を吸い込むことで人から人へうつる感染症です。家族や周りの人の健康
を守るためにも，正しい知識を身につけることが必要です。 
奄美市では 65 歳以上の方を対象に 9 月～10 月に結核検診を予定しています。

結核健診日程のお知らせ 
（名瀬地区） 

日 場  所 時 間 

鳩浜集会場前 9:00～9:10 

下佐大熊集会所前 9:30～9:50 

上佐大熊集会所前 10:10～10:30 

小浜保育所駐車場 10:50～11:10 

東が丘団地 11:20～11:30 

大熊公民館前 13:30～13:50 

有屋公民館前 14:10～14:30 

9
月
25
日 

浦上公民館前 14:50～15:10 

芦花部公民館 9:20～9:30 

有良旧公民館前 9:50～10:00 

仲勝公民館前 10:30～10:40 

和光第 1 公園 11:00～11:10 

（塩浜）永井商店前 13:30～13:40 

信用組合長浜支店横 14:00～14:20 

9
月
26
日 

長浜集会場前 14:40～15:00 

根瀬部公民館前 9:10～9:20 

知名瀬公民館前 9:40～9:50 

小宿公民館裏（土俵側） 10:20～10:30 

里公民館前 10:50～11:00 

平松集会場前 11:20～11:30 

浜里集会場前 13:30～13:50 

朝仁児童館前 14:10～14:30 

9
月
27
日 

ルミエール奄美駐車場 14:50～15:10 

小湊保健福祉館 9:10～9:20 

前勝公民館前 9:40～9:50 

西田公民館前 10:00～10:10 

名瀬勝公民館前 10:30～10:40 

伊津部勝公民館前 10:50～11:00 

朝戸公民館前 11:10～11:20 

（平田町）西歯科裏 13:30～13:40 

平田集会場前 14:00～14:10 

山田団地県営住宅前 14:20～14:30 

9
月
28
日 

（崎原）瀧田商店前 15:00～15:10 

 

（笠利地区） 

日 場  所 時 間 

（一屯）里 武義氏宅前 9:15～9:25 

（川内）池田四八氏宅前 9:30～9:40 

喜瀬 1区公民館 9:45～10:05 

喜瀬地区振興センター 10:10～10:25 

喜瀬３区公民館予定地 10:30～10:50 

（鯨浜）川原慶雄氏宅前 10:55～11:10 

（打田原）野菜集荷場前 11:15～11:25 

（前肥田）野田商店前 11:30～11:40 

手花部福祉館 11:45～12:00 

里学舎 13:10～13:25 

ふれ愛の郷多目的ホール 13:35～13:50 

9
月
6
日 

外金久生活会館 14:00～14:20 

（土盛）野菜集荷場前 9:15～9:30 

大瀬集落 9:40～9:50 

宇宿生活館 10:00～10:20 

城間生活館 10:30～10:40 

万屋生活館 10:45～11:00 

和野生活館 11:10～11:25 

節田生活館 11:30～12:00 

（神の子）バス停前 13:00～13:10 

用安公民館 13:20～13:30 

土浜公民館 13:40～13:50 

平集会場 14:00～14:20 

9
月
7
日 

笠壽園 14:30～15:00 

崎原公民館 9:30～9:40 

須野生活館 9:50～10:15 

辺留公民館 10:20～10:30 

金久公民館 10:40～11:00 

大笠利文化センター 11:10～11:30 

城前田公民館 11:40～12:00 

用公民館 13:00～13:15 

佐仁福祉館 13:30～13:50 

楠野バス停前 14:00～14:10 

屋仁振興センター 14:20～14:30 

川上公民館 14:40～14:50 

9
月
8
日 

鍋比集落 15:00～15:10 

金久公園前 9:00～9:20 

（矢之脇）野崎商店前 9:40～9:50 

柳町集会場前 10:10～10:20 

保健センター 10:40～11:00 

井根公園横 11:20～11:40 

石橋公園前 13:30～13:40 

（久里）屋宮医院横 14:00～14:20 

9
月
29
日 

（永田）荒垣薬品横 14:40～14:50 

（小俣）県職員住宅前 9:00～9:20 

春日集会場前 9:40～10:00 

（春日）田雲団地 10:20～10:30 

（古田）みどり公園前 10:50～11:10 

（真名津）郵政宿舎駐車場 13:30～13:40 

真名津市営住宅前 14:00～14:10 

10
月
2
日 

県病院駐車場 14:30～14:40 

（幸）名瀬カトリック教会 9:00～9:10 

測候所 9:30～9:40 

（伊津部）あさひ公園前 10:00～10:20 

あんがち公園前 10:40～11:00 

10
月
3
日 

保健センター（未受診者） 15:00～16:00 

（住用地区） 

日 場  所 時 間 

和瀬公民館前 9:00～9:10 

城・住宅横広場 9:20～9:30 

東城コミュニティセンター前 9:45～9:55 

川内生活館前 10:05～10:15 

東仲間公民館前 10:30～10:40 

見里・旧製糖場広場 10:50～11:00 

上役勝公民館前 11:25～11:35 

中役勝・松元果樹園前 13:15～13:25 

下役勝・墓地広場 13:30～13:40 

市公民館前 14:05～14:15 

戸玉公民館前 14:35～14:45 

山間体育館前 14:55～15:05 

石原公民館前 15:25～15:35 

西仲間公民館前 15:45～15:55 

9
月
1
日 

住用の園 16:15～16:25 

お問合せ先：名瀬総合支所 健康増進課(52-1111 内線 686)  住用総合支所 市民福祉課(69-2111)  笠利総合支所 いきいき健康課(63-2299)

「
結
核
」
に
つ
い
て
知
っ
て
く
だ
さ
い
！！ 

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
瀬
保
健
所
管
内
で
は
平
成
17
年
に
新
し
い
結
核
患

者
が
45
人
発
生
し
、
県
内
で
結
核
罹
患
率
が
一
番
高
い
状
況
で
し
た
。
一
般
的
に
高
齢
者
に
多
い

結
核
で
す
が
、
管
内
で
は
働
き
盛
り
の
患
者
も
目
立
ち
ま
し
た
。 

結
核
は
人
か
ら
人
へ
と
う
つ
る
感
染
症
で
す
。
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
も
、
早
め
に
発
見
し
、
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

◆
結
核
は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、
話
を
し
た
時
に
飛
び
散
る
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
結
核
菌
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
（
空
気
感
染
）
。 

◆
結
核
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

①
１
年
に
１
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

②
乳
児
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。 

③
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

④
疲
労
を
避
け
、
睡
眠
・
休
養
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。 

⑤
禁
煙
な
ど
、
日
頃
の
健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
こ
ん
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。 

微熱や寝汗 せき、タン ９月３日は、奄美市「献血の日」です 

昭和３７年９月３日、血液輸送中の自衛隊機が奄美市名瀬

のらんかん山に墜落し、尊い人命が失われました。 

血液の大切さを後世に伝えていくことを目的に、平成７年

度からこの日をメモリアルデーとして指定して献血を実施

しています。 
だるさ 

奄美市内での献血日程 

名瀬総合支所 健康増進課 52-1111 内線 686・685 
笠利総合支所 いきいき健康課 63-2299 
住用総合支所 市民福祉課 69-2111 

月  日 時  間 場  所 

9 月 1 日 
8：30～12：00 

13：30～17：00 
奄美市役所名瀬総合支所駐車場 

9 月 2日 
8：30～12：00 

14：30～17：00 

名瀬保健所（建設業協会主催） 

ダイエープラザ大島店 

9 月 4日 
8：30～12：00 

14：00～17：00 

県大島支庁 

県立大島病院 

9 月 5日 
9：00～12：00 

13：00～16：30 
奄美市笠利総合支所駐車場 

9 月 7日 13：30～17：00 奄美看護福祉専門学校 

9 月 8日 
8：45～10：45 

12：30～14：15 

奄美市住用総合支所駐車場 

食欲不振 

体重減少

息苦しさ 

名瀬合同庁舎（職業安定所） 

献血は、誰にでもできるボランティアです。 
安全な血液を常時確保するために、献血にご協力

ください。 
問合せ先 名瀬保健所 保健予防課・保健指導課 52-5411 

ピ
ア
マ
マ
☆
サ
ン
サ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に

つ
い
て 

保
育
を
手
伝
っ
て
下
さ
る
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
達
は
、
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
10

名
ほ
ど
で
す
。
お
母
さ
ん
達
が
子
ど
も
と

離
れ
て
ゆ
っ
く
り
語
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
、
子
ど
も
達
が
安
全
に
楽
し
く
遊
べ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。 

日
程 名

瀬
保
健
所
1
階
母
子
指
導
室
、
2
階

会
議
室
（
1
階
で
母
親
が
語
ら
い
、
2

階
で
そ
の
間
子
ど
も
が
遊
ぶ
） 

右
の
日
程
の
中
で
1
回
で
も
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
協
力
が
可
能
な
方
は
、
9
月

7
日
ま
で
に
名
瀬
保
健
所
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。 

０
９
９
７
―
５
２
―
５
４
１
１ 

9
月
8
日
、
10
月
13
日
、
11
月
17
日
、

12
月
8
日
、
1
月
19
日
、
2
月
23
日
、

3
月
16
日 

時
間 10

時
～
12
時 

場
所 名

瀬
保
健
所 

担
当 

松
永
、
永
山 

（
献
血
風
景
） 



 
氏 

 

名 
  
 
 

保
護
者
名 

《
名
瀬
地
区
受
付
》 

山
元 

優
翔
（
ゆ
う
と
） 

 

真
悟 

平
田 

樹
（
い
つ
き
） 

 
 

勝
樹 

村
田 

な
ず
な 

 
 
 
 
 

直
也 

喜
入 

大
星
（
た
い
せ
い
） 

貞
信 

里
山 

こ
こ
ろ 

 
 
 
 
 

守 

久
米 

力
斗
（
り
き
と
） 

 

哲
裕 

山
下 

乃
々
華
（
の
の
か
） 

利
雪 

泰
山 

瑠
華
（
る
か
） 

 
 

満 

石
本 

晃
太
郎
（
こ
う
た
ろ
う
）
晃
治 

豊
田 

綾
音
（
あ
や
ね
） 

 

裕
一 

宮 
 

渚
紗
（
な
ぎ
さ
） 

 

伸
朗 

 
 

一
心
（
い
っ
し
ん
）
大
五
郎 

豊
原 

希
香
（
の
の
か
） 

 

照
也 

大
山 

紬
菜
（
ゆ
な
） 

 
 

理
美 

中
馬 

汐
理
（
し
お
り
） 

 

敏
之 

林 
 


香
（
り
ん
か
） 

 

政
仁 

赤
ち
ゃ
ん 

日 曜 コンサ－ト・催物 開演時間等 料金等 主  催 

3 日 第 2 回リッコジャズバレエダンススタジオ発表会 
開場 17:30 
開演 18:00 

中学生以上 
前売券 1,500 円 
当日券 1,800 円 
小学生以下 
前売券 1,000 円 
当日券 1,300 円 

リッコジャズバレエダンススタ
ジオ 

℡52-6500 

9 
～
10 

土
～
日 

理科作品展 
科学の祭典 9:00～ 無料 奄美市教育委員会（学校教育課） 

℡52-1111(内 723) 

9 
～
18 

土
～
月 

第8回 
一村会ジュニア絵画大賞展 9:00～ 無料 

奄美市教育委員会 
（文化スポーツ振興課） 
℡52-1111(内 727) 

17 日 フリーマーケット 19：00～ 
15：00 一万人広場 名瀬フリーマーケット市民の会 

℡ 53－3507（稲井） 

18 月 敬老の日祝賀会 受付 8:30 
開会 9:30 関係者 奄美市福祉政策課 

℡52-1111(内 602) 

30 土 

新生奄美市誕生記念 
〈キョラ島から未来へ〉 
「芸術のたのしさ・拡がり 
そしてこころ」 

開場 17:00 
開演 18:00 

大人 1,000 円 
(当日券 1,500 円) 
子ども 300 円 

奄美市教育委員会（生涯学習課） 
℡52-1111(内 752) 

※主催者の都合により、開演時間入場方法等が変更になることがあります。 

9 月奄美振興会館催物のご案内 54－1211 

行  事 日時・受付時間 場   所 対   象   児 

乳児健診 8(金) 13:00～13:15 保健センター 平成18年５月生 

７か月児健診 12(火)  9:30～10:30 保健センター 
平成18年1月16日生～ 
平成18年2月15日生 

１歳６か月児 
健診 

15(金) 13:00～13:15 保健センター 平成17年３月生 

３歳５ヶ月児 
健診 

21(木) 13:00～13:15 保健センター 平成15年４月生 

フッ素塗布   市内歯科医院 
平成16年9月生  
平成16年3月生  
平成15年9月生 

母子健康相談 
のびのびっこ 
広場 

13(水) 19:30～11:00 保健センター 
 市内に住む 
  子どもとその親 

歯科健康相談 19(火) 19:30～10:00 保健センター 市内に住む子ども 

はつらつ 
健康相談 

14(木) 13:30～14:00 保健センター 一般市民 

 

9 月 健診日程 名瀬地区 

行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 14:30～15:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

1歳6か月児・3歳5か月児健診 
28(木) 

13:30～14:00 ふれ愛の郷多目的ホール 

歯科検診・フッ素塗布 8(金) 13:30～14:00 

ふれ愛の郷多目的ホール 
対象：平成16年9月生 

平成16年3月生 
平成15年9月生 

母子健康相談 5(火) 10:00～ ふれ愛の郷多目的ホール 

9 月 健診日程 笠利地区 

9 月 健診日程 住用地区 
行  事 日時・受付時間 場   所 

4か月児・7か月児相談 
1歳6か月児・3歳児健診 

10/3(火) 13:15～13:30 住用公民館 

歯科検診・フッ素塗布 5(火) 13:45～14:00 

住用公民館 
対象：平成16年9月生 

平成16年3月生 
平成15年9月生 

母子健康相談 5(火) 13:30～14:00 住用公民館 

 

奄美市だより 平成 18年９月号                                              (8) 

屋 
 

莉
南
（
り
な
ん
） 

秀
成 

新
島 

麗
王
（
れ
お
） 

 

薫 

田
畑 

羚
音
（
れ
お
ん
） 

剛 

栗
林 

美
宥
（
み
ゆ
う
） 

伸
明 

屋
山 

遙
凪
（
は
る
な
） 

ひ
と
み

前
 

琴
美
（
こ
と
み
） 

聡 

川
村 

晃
多
（
こ
う
た
） 

晃
一 

山
下 

海
星
（
か
い
せ
い
）
徹 

嘉
川 

ま
ど
か 

 
 
 
 

康
之 

濱
田 

奈
菜
子
（
な
な
こ
）
好
文 

國
分 

風
希
（
ふ
き
） 

 

慎
一 

《
住
用
地
区
受
付
》 

菊
野 

夏
音
（
か
の
ん
） 

哲
也 

《
笠
利
地
区
受
付
》 

畠
山 

大
都
（
だ
い
と
） 

大
靖 

栄 

ひ
か
り 

 
 
 
 
 

雄
誠 

山
原 

佳
怜
（
か
れ
ん
） 
健
司 

日程 会場/受付時間 
12（火） 有屋公民館/8:30～9:00 
13（水） 仲勝公民館/8:30～9:00 
15（金） 朝仁児童館/8:30～9:00 
19（火） 朝仁新町集会場/8:30～9:00 
20（水） 朝仁児童館/8:30～9:00 

9 月基本健診日程 名瀬地区 

 
 
 
 
問題をよく読んで、3 つの答えの中から正しいものを選び、ハガキに
書いてお送りください。 
 
①１２月オープンの体験交流施設の名称は？（ヒント３ページ） 
Ａ－タラソ奄美の館   Ｂ－タラソ奄美の洞窟 
Ｃ－タラソ奄美の竜宮 
 
②名瀬警察署の名称、１０月１日からどうなる？（ヒント５ページ） 
Ａ－大島警察署  Ｂ－奄美大島警察署  Ｃ－奄美警察署 
 
③「焼きそばうえだ」という本の作者は？（ヒント６ページ） 
Ａ－さくらすみれ  Ｂ－さくらももこ  Ｃ－さくらすもも 
 
■応募方法 
  ハガキに答え（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、電話番号と市
政に関するご意見、面白い話などがありましたら、書き添えてく
ださい。 
  全問正解者の中から抽選で 1 人に日本エアーコミューター往復
優待券(5割引)、10人に500円の図書券をプレゼントします。 
■あて先 〒894-8555 奄美市名瀬幸町 25-8  

奄美市役所「広報クイズ」係 
■締め切り  ９月１５日（金）必着 
■８月号の正解 ①－Ｃ②－Ａ③－Ｂ（53 通中 51 通正解） 
抽選で下記の方々が当選しました。おめでとうございます。 

●日本エアーコミューター往復優待割引券(1 人) 
橋本 コズエさん（笠利町辺留） 

●５００円の図書券(１０人) 
溜島福敏さん（名瀬古田町）、當久美さん（名瀬金久町）、森耕三さ
ん（名瀬真名津町）、幸智子さん（名瀬幸町）、徳キクエさん（名瀬
平田町）、有村文應さん（名瀬和光町）、村田やす子さん（名瀬平田
町）、宮澤みどりさん（名瀬石橋町）、島川正也さん（名瀬安勝町）、
安田幸美さん（笠利町佐仁） 

 

クイズ応募はがきから 

■
毎
日
う
だ
る
よ
う
な
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
雨

が
欲
し
い
な
と
思
う
事
も

あ
り
ま
す
が
、
晴
天
続
き
で

空
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
夕

焼
け
が
毎
日
見
れ
て
幸
せ

で
す
。
（
64
歳
女
性
） 

■
奄
美
に
引
越
し
て
初
め

て
の
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。

梅
雨
明
け
と
同
時
に
や
っ

て
き
た
強
烈
な
日
射
し
に

「
や
っ
ぱ
り
南
の
島
な
ん

だ
な
ぁ
」
と
実
感
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
ク
ー
ラ
ー
が
得

意
で
な
い
私
も
ク
ー
ラ
ー

を
使
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い

暑
さ
。
お
か
げ
で
電
気
料
金

が
び
っ
く
り
す
る
金
額
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
８
月
号

に
載
っ
て
い
た
「
夏
の
省
エ

ネ
に
取
り
組
も
う
」
を
参
考

に
、
も
っ
と
地
球
に
や
さ
し

い
生
活
を
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
質
問
↓
よ
く
フ

リ
マ
の
お
知
ら
せ
に
出
て

く
る
「
一
万
人
広
場
」
っ
て

ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？

（
30
歳
女
性
）
回
答
…
名

瀬
長
浜
町
の
奄
美
文
化
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

■
７
／
17(

月)

「
み
な
と
あ

ま
み
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」
。

海
の
日
に
、
港
か
ら
ず
っ
と

１
時
間
ぐ
ら
い
歩
い
て
、
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
り
と
、
う
ど
ん

浜
付
近
ま
で
行
き
ま
し
た
。

す
ご
く
暑
か
っ
た
の
で
す

が
、
ゴ
ミ
が
や
は
り
捨
て
ら

れ
て
あ
っ
た
の
で
、
な
る
べ

く
捨
て
な
い
よ
う
に
自
分
達

も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思

い
知
ら
さ
れ
た
、
充
実
し
た

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
（
39

歳
女
性
） 

■
８
月
号
の
奄
美
市
だ
よ
り

見
て
残
念
な
事
が
一
つ
あ
り

ま
し
た
。
市
が
合
併
し
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
が
４
万

９
千
人
を
き
っ 

た
こ
と
で
す
。
も
っ
と
良
い

対
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
？
寂
し
い
で
す
ね
。

（
24
歳
女
性
） 

■
熱
中
症
に
注
意
!!
娘
や

息
子
達
が
ス
ポ
ー
ツ
を
毎

日
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
も

水
分
が
不
足
し
て
な
い
か
、

倒
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

ひ
や
ひ
や
で
す
（
一
度
熱
中

症
に
な
っ
た
の
で
）
本
当
に

今
年
の
夏
は
も
の
す
ご
く

暑
く
、
若
い
人
で
も
お
年
寄

り
で
も
こ
ま
め
に
水
分
を

と
る
よ
う
に
気
を
つ
け
な

い
と
大
変
だ
な
あ
と
思
い

ま
す
。
（
39
歳
女
性
） 

■
７
年
間
奄
美
を
離
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
の
４
月

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
参
り
ま
し

た
！
奄
美
の
大
自
然
に
囲
ま

れ
、
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
こ

と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
奄

美
の
環
境
を
当
た
り
前
に
思

う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
、

こ
れ
か
ら
も
崩
れ
な
い
よ
う

大
切
に
し
、
郷
里
を
愛
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
25

歳
女
性
） 

 

《
住
用
地
区
受
付
》 

氏
名 

 

年
齢 

 

住 

所 


松 

 
 

80 
 
 

山
間 

お
く
や
み 



 

名瀬総合支所からのお知らせ 
 

―愛し子へー
い
つ
も
笑
顔
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 

元
気
に
育
っ
て
ね （

父 

俊
彦 

 

母 

亜
子
） 

朝
仁
新
町 

重田 凌
りょう

 ちゃん 
（平成 17 年 6 月 7 日生まれ） 
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あ
な
た
の
毎
日
の
食
事
、 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
わ
っ
て
い
ま
す
か
？ 

九
月
詠

こ
ん
な
に
も 

子
供
が
ゐ
た
か 

夏
休
み 福

山 

勇
人 

（
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

内
線
３
１
１ 

広
報
係
ま
で 

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
朝
、

夕
の
風
に
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
実
り
の
秋
で
す
。
旬
の
味
を
大

い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

１
日
に
「
何
を
」
「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
た
ら

良
い
か
を
示
し
た
も
の
で
す
（
図
）
。 

【
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
内
容
は
？
】 

コ
マ
の
形
で
表
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
は
、

量
的
に
多
く
と
る
必
要
が
あ
る
も
の
が
上
に

く
る
よ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
上
か
ら
「
主
食
」
、

「
副
菜
」
、
「
主
菜
」
順
に
並
べ
ら
れ
、
「
牛

乳
・
乳
製
品
」
、
「
果
物
」
に
つ
い
て
は
、
同

じ
程
度
の
量
な
の
で
横
並
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。 食

事
の
中
で
欠
か
せ
な
い
水
分
は
コ
マ
の

軸
と
し
、
菓
子
・
嗜
好
飲
料
水
（
お
酒
な
ど
）

に
つ
い
て
は
コ
マ
の
ひ
も
と
し
て
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
コ
マ
の
最
上
部
に
は
走
る
人
が

描
か
れ
、
回
転
（
運
動
）
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
で
き
る
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い
い
の
？
】 

そ
の
人
の
年
齢
・
体
格
・
運
動
量
に
よ
っ

て
も
違
い
ま
す
が
、
下
の
図
に
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
女
性
の
目
安
量
で
す
。 

例
え
ば
、
主
食
な
ら
１
日
の
摂
取
量
の
目

安
は
「
５
～
７
つ
」
で
す
。「
１
つ
」
の
目
安

は
、
表
の
と
お
り
、
ご
は
ん
小
盛
１
杯
（1

0
0

ｇ
）
で
す
の
で
、
ご
は
ん
小
盛
で
し
た
ら
５

杯
程
度
が
主
食
の
１
日
の
摂
取
量
と
な
り
ま

す
。 主

食
・
主
菜
・
副
菜
の
ど
れ
が
多
過
ぎ
て

も
、
少
な
過
ぎ
て
も
、
コ
マ
は
倒
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
コ
マ
が
規
則
正
し
く
回
り
続
け
る

よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
適
度
な

運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
今
回
は
、
平
成
17
年
６
月
に
厚
生
労

働
省
と
農
林
水
産
省
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。 

【
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
と
は
？
】 

 

材料(4 人分) 

米…2カップ、酒…大さじ 1、いり大豆…1/2 カップ、塩…

小さじ 1、ハンダマの葉…20ｇ、うす口しょうゆ…小さじ 1、

人参…20ｇ、出し昆布…1枚、大根葉または小松菜…20ｇ、

しらす干し…30ｇ、油揚げ…1枚 

作り方 

①米は水洗いして、いり大豆と一緒に 30 分水につけてお

く。 

②ハンダマ、人参は小さく刻む。 

③油揚げは、油抜きをし、小さく切る。 

④しらす干しは、湯通しをする。 

⑤大根葉は，塩茹でして絞って刻む。 

⑥炊飯器に昆布を敷き、①，②，③，④と調味料を入れ炊

き上げる。 

⑦ご飯が炊きあがったら、⑤の大根葉を混ぜ込む。 

 

一口メモ ：ハンダマは、鉄分やカルシウム、ポリフェノール

がたっぷり含まれています。手軽に作れておいしい、おすす

めの一品です。 

ハンダマ入り大豆ご飯 

水・お茶

菓子、嗜好飲料 

１日の食事量
の目安（2,000
～2,400kcal） 

 

〈料理と量の目安〉 

（楽しく適度に） 

今月の栄養士さん 

村田 富美子さん 

１つ分 ごはん小盛１杯または食パン１枚 5～7つ 主食 

（ごはん、パン、麺） ２つ分 うどん１杯 

１つ分 野菜サラダ１皿または具だくさんのみそ汁１杯 5～6つ 副菜 

（野菜、きのこ、いも、

海藻料理） 
２つ分 野菜の煮物１皿または野菜炒め１皿 

 

１つ分 目玉焼き（鶏卵１個）または冷奴１皿 

２つ分 焼き魚１皿または天ぷら（盛合わせ）１皿 

3～5つ 主菜 

（肉、魚、卵、大豆料

理） ３つ分 ハンバーグステーキ１皿または鶏肉のから揚げ１皿

１つ分 ヨーグルト１カップまたはチーズ１切れ 
2 つ 牛乳・乳製品 

２つ分 牛乳１本分 

2 つ 果物 １つ分 みかん１個、りんご半分 



 
 

笠利総合支所からのお知らせ 

町
の
人
気
者 

こ
ど
も
は
町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の

子
た
ち
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

奄美市だより 平成 18年 9月号                                            (10) 

ご寄付ありがとうございました 
次の方から奄美市社会福祉協議会笠利支所
へご寄付を頂きましたので、芳名を記載し誠意
を表します。 
○豊田タヂエ様（笠利２区） 
 亡夫金茂様の香典返しとして金一封 
○中村正利様（笠利２区） 
亡母サト様の香典返しとして金一封 
○田原功夫様（用） 
亡姉田原久子様の香典返しとして金一封 
○松本豊国様（土浜） 
 亡義母濱田ミツ様の香典返しとして金一封 
○照 オヨ様（喜瀬１区） 
亡姉里 モメ様の香典返しとして金一封 
○岡山茂門様（里） 
亡父隆二様の香典返しとして金一封 
○柳井義公様（用） 
亡母ミヨ様の香典返しとして金一封 
○山田茂良様（喜瀬１区） 
亡孫進太郎隆二様の香典返しとして金一封 

西に
し 

楓
夏

か

な

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
3
日 

政
和
（
平
） 

 

越
間

こ

し

ま 

美
久

み

く

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
13
日 

 

久
志
（
佐
仁
１
区
） 

山
下

や
ま
し
た 

桔
平

き
っ
ぺ
い

ち
ゃ
ん 

平成

17
平
9
平
6日

 

秀
光
（
外
金
久
） 

別
府

べ

っ

ぷ 

舞
桜

ま

お

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
19
日 

一
輝
（
辺
留
） 

浜
田

は

ま

だ

笑
心

え

こ

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
8
日 

 

幸
史
（
喜
瀬
２
区
） 

篠
原

し
の
は
ら 

一
誠

い
っ
せ
い

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
25
日 

秀
輔
（
中
金
久
） 

西に
し 

絆
斗

は
ん
と

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
12
日 

 

鉄
也
（
節
田
） 

 

鈴
倉

す
ず
く
ら 

花
音

か

の

ん

ち
ゃ
ん 

平
成
17
年
9
月
29
日 

 

大
毅
（
笠
利
２
区
） 

 

第１７回あやまる祭り 
8月１２日・１３日の両日第１７回あやまる祭り（あやまる祭り実行委員会）が開催されました。１２日初日は農村環境改善センターでなん
こ大会がにぎやかに繰り広げられました。13 日２日目は宇宿漁港で午後１時から舟こぎ競争が行われ午後５時からは舞台でのバンド演奏や道
の島太鼓、新民謡、マジックショー、島唄を披露、最後は青年女子による火舞で幕を閉め終了後、花火が夜空に打ち上げられました。 
なんこ大会と舟こぎ競争の結果は次のとおりです。 
なんこ大会     優勝 里集落  ２位 川上集落 ３位 外金久・喜瀬１区 
舟こぎ競争 
子ども会の部（８チーム）   優勝 外金久子ども会Ｂ ２位 手花部最高ジュニア ３位 佐仁子ども会Ａ  ４位 佐仁子ども会Ｂ 
集落対抗の部（１３チーム）  優勝 和野集落     ２位 手花部最高     ３位 節田舟こぎ伝統会 ４位 外金久集落 
一般女子の部（１３チーム）  優勝 大島北高バレー部 ２位 Oｖｅｒ30     ３位 奄美道の島太鼓  ４位 海ざる 
一般男子の部（２７チーム）  優勝 福匠       ２位 名瀬在住笠利連合会 ３位 南郷工務店    ４位 ヴァリアスブルー 
 

米寿を祝い記念写真を贈呈 
奄美市笠利社会福祉協議会では８月８日今年
米寿を迎えるお年寄り４７名に記念写真をプレ
ゼントし長寿を祝いました。ご夫婦で米寿を迎え
た節田の郡 国義・フエさんは記念写真を手にし
喜びを「二人そろってハーギン（赤い着物）を着
れると思わなかったとてもうれしい」と語ってく
れました。いつまでも元気で長生きしんしょり
よ！ 
 

残暑お見舞い申し上げます 

 長い夏休みが終わり、気持ちを新たに２学期がスタートしました。 
 本校では夏休み期間中、来春の入学者増に向けて一日体験入学を行いました。また、暑い中、前・後期に分けて
補習を行い、特に３年生は進路実現を目指して進路希望ごとに分かれて、進学希望者は国・数・英の３教科、就職
希望者は９月19日から開始される就職戦線を控え、一般常識や作文、面接練習と入社試験に向けた対策講座を受講
しました。 
 さらに、空手道部・カヌー部が全国高校総体に初めて出場し、県代表として活躍しました。 

ふるさとの学舎  大島北高 81 

一日体験入学（７月21日） 

 中学３年生や保護者等を対象に、一日体験入学を行いました。今年は
参加者が増えて、笠利、龍郷、名瀬の各地区の中学校から78名でした。 
全体会では授業風景や学校行事などを紹介したビデオ上映や生徒会長
などのあいさつのあと、国・社・数・理・英と情報処理の６つの講座に
分かれて体験授業を行いました。その後、在校生が校内を案内し、部活
動の様子を見学しました。午後から半日の日程でしたが、和やかな学習
環境の北高を多くの生徒が希望してくれることを願っています。 

インターハイ出場に際して(お礼) 

 ８月１日から行われた全国高校総合体育大会（インターハイ）に空手
道部とカヌー部あわせて６名の生徒が出場しました。出場に際しまし
て、皆様から多大なご支援等をいただきました。ありがとうございまし
た。 
３年生にとりましては、この大会が最後の出場となりましたが、残っ
た１・２年生がこれまで以上に練習をさらに積み重ねて、本校を盛り上
げてくれることと思います。 
 ＜結果報告＞ 
・空手道（８月６日～９日 東大阪市立総合体育館） 
 団体組手：窪田真穂（３年）、前田真希（３年）平島亜梨沙（２年）
川口裕望香（２年）、瀧田美咲（１年）以上５名が出場。 
２回戦４－１米子北（鳥取）、３回戦０－５東大阪大敬愛（大阪） 
個人組手：前田（２回戦から）、平島（１回戦から）が出場いずれも
初戦敗退 
・カヌー（８月５日～９日 山梨県 精進湖カヌー競技場） 
 福富 晋作（２年）がカヤックシングルで出場。 
500ｍ予選：2分24秒06で７位、準決勝：2分26秒75で9位落選 
200ｍ予選：50秒97で７位、準決勝：52秒56で9位落選 

優勝 
里チーム 

集落優勝
和野集落 

一般男子優勝
福匠チーム 

一般女子優勝
大島北高バレー部 

道の島太鼓

（
一
日
体
験
入
学
）

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
壮
行
会
）

な
ん
こ
大
会

舟
こ
ぎ
競
争
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奄美市名瀬地区「新成人のつどい」実行委員募集 

「新成人のつどい」をあなたの手で運営してみませんか！ 

 奄美市教育委員会では，平成１９年１月５日に実施する奄美市名瀬地区

「平成１９年新成人のつどい」の実行委員を募集しています。 

 企画・運営にあなたも参加してみませんか！ 

◎募集内容 

①新成人（昭和６１年４月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた

方）１０人程度 

②一般の方（２５歳未満の成人で、企画・運営に参加を希望する方）５人

程度 

◎申込み方法 

 メール・電話・ＦＡＸまたは郵便（はがき・封書）でお申し込みくださ

い。その際には，住所・氏名・年齢・電話番号をお知らせください。 

◎募集受付期限 平成１８年９月２９日（金）まで 

☆申込み・問い合わせ先 

 〒894-8555 奄美市名瀬幸町 19-21 奄美市教育委員会 生涯学習課 

    TEL：0997-52-1111 内線 725・726 

    FAX：0997-53-9501 

    メール：kyoisg＠city．amami．lg．jp 

 永年に亘り社会の発展に尽くしてこられた高齢者の方々を敬愛し、長寿
を祝福するため下記のとおり名瀬地区「敬老の日祝賀会」を計画しており
ます。対象者並びにご家族の皆様方の参加をお願いいたします。（対象者
には葉書でご案内します。） 
日 時 平成１８年 9月１８日（月） 
受 付 午前８時３０分～ 
祝賀会 午前９時３０分～１１：３０分（予定） 
場 所 奄美文化センターホール 

「敬老の日祝賀会」のお知らせ 

住
用
地
区 

戦
没
者
を
追
悼
す
る 

８
月
15
日
（
火
）、
住
用
公
民
館
で
戦
没
者

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
始
め
に
参
列
さ
れ
た
方
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
、
式
辞
や
追
悼
の
こ
と
ば
、
菊
の
花

の
献
花
が
行
わ
れ
、
尊
い
戦
没
者
の
霊
に
対
し

深
い
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

よ
う
こ
そ
奄
美
市
へ 

平
成
10
年
（
旧
住
用
村
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

長
野
県
小
川
村
と
の
交
流
体
験
学
習
で
７
月
25

日
（
火
）
～
28
日
（
金
）
の
期
間
、
小
川
村
の
子

■
陸
上
競
技
■ 

土
岐
大
翔
君
（
住
用
小
学
校
）

が
、
７
月
16
日
（
日
）
に
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
南
日

本
小
中
学
生
陸
上
競
技
大
会
・
第

22
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
予
選
大
会
に
お
い
て
、
小

学
校
５
年
男
子
百
メ
ー
ト
ル
走
で

優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

 

大
活
躍
！ 

供
た
ち
19
名
（
引

率
者
５
名
）
が
住
用

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

26
日
に
は
住
用

町

童

た町
内
の
小
学
校
の

児
童
た
ち
と
の
対

面
式
が
行
わ
れ
、
ア

ー
チ
の
輪
を
つ
く

り
盛
大
に
歓
迎
し

ま
し
た
。 

小
川
村
の
児

ち
は
初
め
て
の

カ
ヌ
ー
体
験
や
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
自

然
に
大
変
感
激
し

て
い
ま
し
た
。 

12
月
に
は
住
用

の
児
童
が
長
野

県
を
訪
れ
て
交
流

を
図
り
ま
す
。 

シマの人気者 

政
つかさ

 太陽
たいよう

ちゃん 
（重・あき） 

おてんとうさまのようにあたた
かい子に育ってね。－母より－ 

中池
なかいけ

 翔
しょう

ちゃん 
（圭一郎・喜美香）

やさしい子に育ってね。 
－母より－ 

■相撲競技■ 
８月６日（日）にいちき串木野市で開催された第３４回鹿児島県小学

生相撲選手権大会において、住用相撲クラブの選手たちが好成績をおさ

めました。 

入賞した選手たちは９月１０日（日）に開催される全日本小学生相撲

優勝大会九州予選に出場します。 

入賞した成績は次の通り。 

１年生：優勝 満永浩輝  

２年生：３位 渡 雄大  

３年生：２位 吉崎やまと 

３位 持留大毅  

４年生：３位 関 慶樹  

４位 田原壮真  

団体戦５位 住用Ａ 
 

名瀬地区 

暑さに負けずハッスル！ハッスル！ 
笠利地区子ども会ソフトボール大会 

第３０回子ども会ソフトボール大会が８月６日（日）行われ

ました。町内各集落の小学生から高校生までが参加。真夏の暑

さに負けず元気いっぱいプレーを繰り広げ、お互いの親睦を深

めました。 
結果は次のとおりです。 

笠
利
ゴ
ル
フ
協
会 

 

車
イ
ス
寄
贈 

８
月
１
日
（
火
）
に
笠
利
ゴ

ル
フ
協
会
（
福
崎
久
男
会
長
）

が
笠
利
総
合
支
所
の
区
長
室

を
訪
れ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
益
金
に
よ
る
車
イ
ス
２
台

を
奄
美
市
笠
利
診
療
所
に
「
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
に

役
立
て
て
く
だ
い
。
」
と
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。 

笠
利
建
友
会
道
路
清
掃 

道
の
日
（
８
月
10
日
）
に
笠
利
建
友
会

（
山
下
義
和
会
長
）
は
道
路
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
作
業
に
は
20

業
者
33
人
が
参
加
。
９
時
に
出
発
式
を

し
、
午
前
中
か
け
て
町
内
の
国
道
沿
線
や

蒲
生
崎
公
園
付
近
の
伐
採
や
空
き
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い
集
め
作
業
し
ま

 

し
た
。

建

設

業

者
の
皆
さ

ん
ご
く
ろ

う
さ
ま
で

し
た
。 

笠利地区 

小学生Ａ級の部 
① 外金久子ども会 
② 節田子ども会 
③ 中金久子ども会 

小学生Ｂ級の部 
① 屋仁子ども会 
② 手花部子ども会 
③ 外金久子ども会 

中・高校生の部 
① 中金久子ども会 
② 手花部子ども会 
③ 外金久子ども会 




	H180901.pdf
	H180902.pdf
	H180903.pdf
	H180904.pdf
	H180905.pdf
	H180906.pdf
	H180907.pdf
	H180908.pdf
	H180909.pdf
	H180910.pdf
	H180911.pdf
	H180912.pdf

